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はじめに 

 

本叢書は，2021 年度に広島大学教育ヴィジョン研究センター（EVRI）と東広島市教育委員

会（学校教育部情報教育推進室）の「協働」で実施された「広域交流型オンライン社会科地域学

習」の成果を，月別に報告するものである。 

 詳細は，EVRIのホームページの実施記録に譲ることとして，ここでは「協働」の中身について

紹介し，本プロジェクトの意義を指摘したい。 

 

 第１に，カリキュラムづくりの協働である。年間計画や毎月のテーマについては EVRI 側で原

案を提案したが，最終的な実施計画は，毎月定期的に開催される双方の協議を踏まえて決定

された。協議の場では，実施計画書案に基づいて各学級の教師や子どもの動きをシミュレート

したり，各月の研究課題を決めたりして（例えば，T1 と子どもと直接対話しよう，学級単位の

活動を充実させよう，学級相互の対話を促進しよう），細部にわたる授業計画の検討と漸進的

な授業改善が行われた。 

 第２に，教師教育の協働である。授業の 1 週間前には，参加校の教員を対象に教材解釈や授

業展開についてオンラインでのガイダンスを実施した。画面上には EVRI の草原（T1）と市教

委の指導主事がスタジオのテーブルに並んで出演し，双方が掛け合いをしながら趣旨説明や

質疑応答を行った。あわせて事前のテクニカルな支援を行った。 

 第３に，学校支援の協働である。授業には，市教委が雇用する技術支援員と，広島大学の大学

院生・学部生及び EVRI のスタッフが出向き，授業の運営を支援した。EVRI は必要に応じて

教材（写真や統計，ワークシートなど）や機材を提供するとともに，オンラインでの学習環境整

備を現場で支援した。 

 第４に，授業評価の協働である。授業の終了後には，市教委は参加校の管理職や担当教員に，

また技術支援員に聞き取りを行い，成果と課題を集約した。EVRI もまた同様に派遣学生から

聞き取りを行うとともに，参加校の児童には質問紙調査を行い，結果を双方で共有した。この

ようにして蓄積されたデータは，次月の実践に活かされた。 

 

 このような「協働」が組織的に行われたことが，本プロジェクトの成果と考えている。 

読者に注目してほしいのは，本叢書に所収された毎月の記録から見えてくる取組の変化で

ある。実施計画書のフォーマットや提供される教材の量と質は，学校現場の要請や実施の成果

を受けて，段階的に変化している。授業中の映像は，ライブ中継の単独から録画との併用へと

変わった。中継先は，市内から市外へ，そして世界へと拡大した。T１が授業を行う場所は，中継

先のフィールドから大学のスタジオへ，そして参加校の教室へと移動した。これらの変化が意

味することの解明は今後の研究に委ねたいが，本叢書はこれらの点を考える基礎的資料を提

供していると思われる。 

 

１．プロジェクト全体計画 
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 2021年度の成果とその分析は，本叢書以外にも以下の文献に掲載されている。参照してい

ただきたい。 

 

  ・草原和博「越境的対話による教科教育の教室空間の変容－社会科を例に－」『中国四国教

育学会第 73 回大会シンポジウム成果報告書・資料集』日本教科教育学会四国地区・中国

地区教育学会，2021年，pp.13-20。 

・宇ノ木啓太『オンライン学習を導入した社会科地域学習の変革－理解主義の課題の克服を

目指して－』広島大学大学院人間社会科学研究科修士論文，2022年。 

・草原和博「学びの民主化ツールを活用して地域学習を変革する」『社会科教育』明治図書，

2022年 3月号，pp.10-13。 

 ・草原和博「越境的対話による教科教育の教室空間の変容－社会科を事例に－」中国四国教

育学会『教育学研究ジャーナル』第 27号，2022年，pp.47-52。 

 

 なお，本実践にあたっては，市教委や参加校の先生方，中継先の市役所・企業，地域住民の皆

様など，多くの方々のご協力をいただいた。広島大学の学生や EVRI のスタッフには，毎月の

実施に献身的なご助力をいただいた。広島大学大学院人間社会科学研究科からは，「令和3年

度研究科裁量経費・東広島市連携・広域交流型オンライン地域学習支援事業」の補助金をいた

だいた。初年次でこれだけの成果が得られたのは，上述の関係機関のご支援の賜物である。こ

こに記して，あらためて御礼を申し上げます。 

私自身は，この 1年，90分の生放送のテレビ番組を毎月定期的に制作している感覚を覚え

た。番組を作ることの難しさと喜びを，そしてチームワークの大切さを実感した。この経験を，

今後の教育・研究に活かしていきたい。 

 

 

 

                     2022年 3月 31日  

広島大学教育ヴィジョン研究センター・センター長 

人間社会科学研究科・教授     

草 原 和 博 
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◆ プロジェクトの趣旨 

本書は，広島大学教育ヴィジョン研究センター（以下，EVRI）が，東広島市教育委員会と連携

して行う，市内複数の小学校をオンラインで結んだ広域交流型オンライン社会科地域学習の実

践とその成果を報告するシリーズ（分冊）の一部である。 

EVRI（センター長：草原和博）は 2021 年度から，東広島市教育委員会と連携して，市内複

数の小学校をオンラインで結んだ広域交流型オンライン社会科地域学習を開始した。実践を通

して，GIGAスクール構想の推進によって実現した子どもたちの「1人1台」端末と学校の ICT

環境を活用して，市内各地からの中継を交えながら，東広島市の地理・歴史・政治・経済・文化

などについて対話的・双方向的に学ぶことを意図した。さらに，この学びを広島大学の教員と

大学院生がコーディネートすることで，実践の円滑な運営を支援しつつ，小学校教員が ICT を

活用したオンライン授業を体験し，実践的な知見を獲得することができるよう配慮した。 

2021年度は，2021年 6月の試行に基づいて，毎月 1回 2時間，テーマを決めて授業を

実施した。この企画が実現することで，小規模校と大規模校の子どもが，年間を通して，各地域

のようすを比較したり交流したりしながら学びを深められることを意図した。なお，プロジェク

トの実施にあたっては，参考コンテンツとして，EVRI が東広島市立図書館の依頼を受けて開

発した「東広島市地域学習用デジタルコンテンツ（通称「のん太の学び場」）」を活用した。 

プロジェクト紹介ページはこちら 

（右のQRコードからもアクセス可能） 

 

 

 

 

◆ プロジェクトの目的 

EVRIが開発した「のん太の学び場」（東広島市地域学習用デジタルコンテンツ）と，東広島市

教育委員会作成の小学校社会科副読本を効果的に連携させた広域交流型オンライン社会科地

域学習の実施を通して，児童の主体的・対話的で深い学びを創造する。主な目的と実施内容は

以下の 4点である。 

➢ 「東広島市内の小学校」と「学習対象となる地域等」と「広島大学」がオンラインでつなが

り，遠隔（オンライン）で授業を実施する。 

➢ 遠隔授業の全体進行は，広島大学の担当者が行う。各教室での指導は，各学級の担任

等が行う。 

➢ 遠隔授業では，児童が自分のタブレットから参加できる機会を設ける。 

➢ 授業時は，参加校に技術的なサポート要員（大学院生等）を派遣し，授業準備，授業支援，

後片付け等を行う。 
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https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm
https://adeac.jp/higashihiroshima-lib/top/
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◆ プロジェクトの実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 実施スケジュール 

対象 実施日 単元名 

第 4学年 2021 年 6 月 18 日 ピンク色のバスのヒミツをさぐれ！仲間をさがせ！ 

「バスを比べよう（１）－ピンクのバスのひみつ－」 

第 4学年 2021 年 6 月 25 日 ピンク色のバスのヒミツをさぐれ！仲間をさがせ！ 

「バスを比べよう（２）―私たちの町のバスのひみつ－」 

第 3学年 2021 年 7 月 15 日 「スーパーと直売所，どこが違う？どこが同じ？」 

第 4学年 2021 年 9 月 15 日 「さい害から身を守る－さい害でキケンなところ，さい害のサインを

さがそう！－」 

第 3学年 2021年 10月20日 「高屋に新しい消防署ができるらしいよ・・・なぜ？」 

第 4学年 2021年 11月 17日 「「伝とう」って変わっていいの？私たちのまちの伝とうと未来を予

想しよう」 

第 3学年 2021年 12月 15日 「駅からみるわたしたちの市のあゆみ」 

第 4学年 2022 年 1 月 19 日 「外国から来た人にとって東広島市はくらしやすいか？」 

第 3学年 2022 年 2 月 9 日 「もしも東広島に大学がなかったら？」 

第 4学年 2022 年 3 月 9 日 「『わたしたちの東広島市』の表紙にぴったりな写真を選ぼう」 
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２．実施要領
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◆板書計画

※実践時の配布資料より引用，一部改変３．資料
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◆ワークシート（1枚目） 
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◆ワークシート（2枚目） 
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◆資料：全国と広島県内のため池の数ランキング 
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◆資料：東広島市内のため池の分布 
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◆資料：ため池と田んぼと川との関係

※
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※以下，文章と写真は ウェブサイトの開催報告記事より引用，一部改変。

※開催報告動画は チャンネルにてご覧頂けます。

開催報告記事はこちら チャンネルはこちら

年 月 日，東広島市内小学校 校 学級（原，豊栄，風早）の 年生（ 名）と，

広島大学附属小学校の 年生（ 名）が参加して，「東広島市の特色」をテーマとするオンライ

ン授業を実施しました。

１時間目は，現行の社会科副読本『わたしたちの東広島市』の表紙を確認するところから始ま

りました。事前アンケートの結果，児童の多くは表紙の掲載写真 枚が，どこの・何を撮影した

写真かについてよく認知していないことが分かりました。そこで児童とあらためて写真を丁寧

に眺めるとともに，写真の選定理由を予想させました。その後，写真を選んだ当事者である東

広島市教育委員会の長野さんに登場いただきました。長野さんは各写真の被写体について解

説するとともに，「東広島市らしい写真」「 つのいろいろな町から選んだ」と説明がありました。

参加校の児童には，表紙に載せたい写真があればぜひ提案してほしいとのコメントをいただき

ました。

これを受けて今回の学習課題は，「『わたしたちの東広島市』の表紙にぴったりなオススメ写

真を選んで，提案しよう！」となりました。その直後，草原教授は「ため池」の写真が一番だ！と

提案しました。子どもたちに草原教授の提案に納得できるかをアンケートしたところ， の

児童は納得できる， ％は納得できないと答えました。

草原教授は「ため池」が東広島市「らしい」光景であると主張し，その根拠として以下の つ

の理由を提示していきました。最初に，ため池の数を示すグラフを示した。広島県は全国で

番目にため池が多い県であり，広島県内では東広島市が最も多い市であることが分かりまし

た。次に，東広島市内のため池の分布を示す地図を紹介しました。ため池は市内 つの町に偏

りなく広がっていることが読み取れました。最後に，奥田大池周辺の土地利用を伝える中継動

画と地形断面図をみせました。黒瀬川よりも土地が高いところで米作りや野菜づくりをするに

は，ため池と用水路の水が欠かせないことが見て取れました。なお，周南市や和歌山市の平野

部のようすも中継で眺めて，ため池に頼る賀茂台地との違いを確認しました。

開催報告記事

４．実施報告

チャンネルはこちら
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https://evri.hiroshima-u.ac.jp/%E5%BA%83%E5%9F%9F%E4%BA%A4%E6%B5%81%E5%9E%8B%E3%82%AA%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%A7%91%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E5%AD%A6%E7%BF%92#:~:text=3%E6%9C%889%E6%97%A5%EF%BC%9A%E3%80%8C%E3%80%8E%E3%82%8F%E3%81%9F%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%A1%E3%81%AE%E6%9D%B1%E5%BA%83%E5%B3%B6%E5%B8%82%E3%80%8F%E3%81%AE%E8%A1%A8%E7%B4%99%E3%81%AB%E3%81%B4%E3%81%A3%E3%81%9F%E3%82%8A%E3%81%AA%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%82%92%E9%81%B8%E3%81%BC%E3%81%86%E3%80%8D
https://www.youtube.com/playlist?list=PLNunMblh6IiV5K2vYT6f5U_cAlGr_Ohhx


以上のデータと観察結果を基づいて，東広島市「らしさ」の条件を再度考えました。その結果，

①東広島市は「他のまちと比べて多い・目立つ」，②東広島市なら「どこにでもある」，③東広島

市の人々のくらしと「結びついている」が条件となりうること，そして「ため池」はこれら つの

条件を満たしていることがわかりました。これで「ため池」は表紙にふさわしいと納得する児童

もいれば，依然として釈然としないとした児童もいました。

時間目は，（草原教授に対抗して）自分たちで表紙にふさわしい写真を選ぶ活動を行いま

した。 時間目に学んだ「らしさ」の 条件を踏まえて，この学習課題に取り組むことになりま

した。参加校からは，酒蔵，じゃがいも，オオサンショウウオ，ツツジ，松の木，牡蠣，びわ，池，大

学，エコパーク，じゃぼん，ハート島などが提案されました。

話し合いの結果，「じゃがいも」（風早小），「エコパーク」（原小），「酒蔵」（豊栄小），「大学・学

校」（附属小）の４つに絞り込まれ，これらが表紙にふさわしい理由を分担して発表することに

なりました。「酒蔵」を担当した豊栄小は，①東広島市に酒蔵は ヶ所あって，県内の他の市

と比べても多い，②西条・安芸津など市内のいろいろなところにある，③毎年酒まつりがある，

お酒は毎日の生活の中で飲まれている，などの理由を挙げました。「大学・学校」を選んだ附属

小は，①東広島市に つも大学があり， 万人をこえる学生がいる（県内の他の市とくらべて

も多い），②学校は市内のどこにでもある，③大学・学校は毎日通うから日々の生活に結びつ

いている，などの理由を述べました。

最後に附属小の子どもに，東広島市の３つの学校の提案についてコメントを求めました。代

表の児童は，「酒蔵」の提案が良かったと述べ，その理由として「昔から酒づくりを行っている，

（東広島市で生産が多い）米などの農業にも関わっている」と理由を述べました。教育委員会の

長野さんは，各学校とも基準に基づいて写真を選ぶことができたこと，東広島市の外の視点か

ら市内の特色を考える機会が得られたこと，そして米づくりと酒づくりの関係に気づくことが

できたこと，を高く評価されました。

時間を通して，専門家の提案を手がかりに地域の特色を捉える基準を分析し（ 時間目），

その基準を活用して自分たちが捉える地域の特色を提案する，社会科らしい学習になりました。
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風早小学校にて授業をする様子

（草原教授）

東広島市の副読本の表紙について解説する

様子（長野さん）

奥田大池周辺から中継する様子

（川本さん・佐藤さん）

ため池の利用について中継する様子

（川上さん）

周南市からの中継の様子

（大坂教育研究推進員）

和歌山市からの中継の様子

（津田さん）
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表紙の選定理由について検索する様子 

 

表紙の選定理由について話し合う様子 

 

表紙の選定理由について発表する様子 

 

 

他校に向けて発表する様子 

※東広島市教育委員会の長野さんには，写真掲載の許可をいただいております。 
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５．児童用アンケートの結果 
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◆ 企画・運営機関

広島大学教育ヴィジョン研究センター（ ）

草原 和博 （人間社会科学研究科・教授）

宇ノ木 啓太 （教育研究推進員）

大坂 遊 （教育研究推進員）

草原 聡美 （教育研究推進員）

吉田 純太郎 （教育研究推進員）

川本 吉太郎 （大学院 人間社会科学研究科・博士課程後期）

玉井 慎也 （大学院 人間社会科学研究科・博士課程後期）

両角 遼平 （大学院 人間社会科学研究科・博士課程後期）

池田 優子 （大学院 人間社会科学研究科・博士課程前期）

川上 由美 （大学院 人間社会科学研究科・博士課程前期）

田中 崚斗 （大学院 人間社会科学研究科・博士課程前期）

藤井 冴佳 （大学院 人間社会科学研究科・博士課程前期）

國重 和海 （教育学部 第二類 社会系コース）

佐藤 莉沙 （教育学部 第二類 社会系コース）

津田 晃希 （教育学部 第二類 社会系コース）

永田 誠弥 （教育学部 第二類 社会系コース）

藤原 瑞希 （教育学部 第二類 社会系コース）

森本 敬仁 （教育学部 第二類 社会系コース）

山下 光 （教育学部 第二類 社会系コース）

山下 弘洋 （教育学部 第二類 社会系コース）

八木 謙樹 （教育学部 第二類 社会系コース）

◆ 連携・実施機関

東広島市教育委員会学校教育部

教育総務課情報教育推進室

沖 秀治 （室長）

三井 成宗 （室長補佐兼係長兼指導主事）

◆ 協力者

東広島市教育委員会 長野 由知 様

◆ 資料作成・提供

岩佐 佳哉 （大学院 人間社会科学研究科・博士課程後期，日本学術振興会特別研究員）

１１頁， 頁， 頁，１７頁（東広島市内のため池の分布に関する地図）

※所属や職階は， 年 月末日時点のものです。

６．担当者・協力者一覧
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